
1．
記載されたメールが送信されます。

　メール通知パスワード認証取引
　　（1）振込
　　（2）税金・各種料金の払込（民間収納機関のみで、国・地公体を除く）
　　（3）メールアドレス・追加Eメールアドレスの変更
　　（4）メール通知パスワードの設定変更
　　（5）ワンタイムパスワードのトークン発行

2． 取引認証時に、確認用パスワード（6文字～12文字）に加えて、「メール通知パスワード」（8文字）を入力し、取引を
実行してください。

例：振込取引

メール通知パスワードの認証方法

ご確認のうえ、メール本文に記載のメール通知パスワードを入力してください。

メール通知パスワードの認証対象取引を選択すると、登録されたメールアドレスへ、「メール通知パスワード」が

メール通知パスワードの送信情報として、送信日時、送信メールアドレスが表示されますので、該当するEメールを

「メール通知パスワード」は、お客さまがログアウトするか、次のメール通知パスワードが送信されるまで有効です。
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いつも荘内銀行をご利用いただきありがとうございます。

メール通知パスワードをお知らせいたします。

メール通知パスワード：12345678

※メール通知パスワードはお客様がログアウト、または、メール通知パスワードが再度発行されるまで有効

です。メールアドレス変更時、変更後のメールアドレスに新しいメール通知パスワードが送信されます。

ご不明な点がございましたら、0120‐61‐4071(平日9:00～19:00)またはe‐mail:inetbank@fidea.co.jpまでご連

絡ください。


